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去
る
４
月
２９
日
０
に

開
催
さ
れ
た
平
成
９
年

度
の
評
議
員
会
に
お
い

て
、
次

の
事

柄
を

承

認

・
可
決
し
ま
し
た
。

一
、
平
成
８
年
度
事
業

報
告

・
収
支
決
算
及

び
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て

二
、
働
高
岡
市
体
育
協

会
寄
附
行
為
の

一
部

改
正

三
、
役
員
の

一
部
変
更

四
、
平
成
９
年
度
事
業

・
収
支
予
算

五
、
新
加
盟
団
体

〈寄
附
行
為
の

一
部
改
正
〉

新
条
文
第
２‐
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く

０
理
事
　
２５
名
以
上
３０
名
以
内

（会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
及

び
常
務
理
事
を
合
む
）

第
２７
条
　
本
会
に
評
議
員
１
０
０
名

以
内
を
置
く

旧
条
文
第
２．
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く

０
理
事
　
２０
名
以
上
２５
名
以
内

（会
長

・
副
会
長

・
専
務
理
事
及

び
常
務
理
事
を
含
む
）

第
２７
条
　
本
会
に
評
議
員
８０
名
以
内

を
置
く

（新
　
役
　
草貝
〉

副
会
長
　
荒
井
武
夫

（ス
キ
ー
違
盟
会
長
）

大
坂
昭
輔

（前
専
務
理
事
）

専
務
理
事
　
川
測
義
弘

（一乳
信
越
中
体
連
〈ム母

理
　
事
　
一局
野
健

一

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
団
事
務
局
長
）

鎌
谷
呈
朗

（市
小
学
校
行
事

委
員
長
）

〈新
事
務
局
員
〉

事
務
局
長
　
横
山
　
勲

（高
岡
市
派
遣
）

事
務
局
次
長
　
米
国
弘
之

（高
岡
市
派
遣
）

）

〈本
年
度
の
予
算
〉

平
成
９
年
度
予
算
総
額
　
５
、
３
４

９
万
円

本
年
度
新
た
に
次
の
団
体
が
本
会
に

加
盟
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
，

〈新
加
盟
団
体
〉

●
高
岡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
違
盟

会
長
　
向
井
　
英
二

●
高
岡
市
ゴ
ル
フ
連
盟

会
長
　
渡
辺
　
辰
男

２
団
体
の
加
盟
に
よ
り
、
本
協
会
の

加
盟
は
中
体
連

・
地
区
高
体
運
を
含
め

て
３７
団
体
で
あ
り
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〈表
　
彰
　
者
〉

☆
表
　
彰
　
者

西
日
　
　
弘

（市
民
歩
こ
う
会
）

じ

健
康
で
明
朗
な
市
民
生
活
の
た
め
に

幹
事
長
と
し
て
尽
力
す
る
。

高
尾
　
を示
嗣

（ク
レ
ー
射
撃
協
会
）

理
事
長

・
副
会
長
と
し
て
競
技
振
興

に
尽
力
す
る

気
谷
　
篤
人

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

佐
々
木

忍

（
　
　
　

〃
　
　
　
）

全
日
本
総
合
選
手
権
　
混
合
三
位

今
井
　
彰
宏

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

本
田
　
和
裕

（
　
　
　
〃
　
　
　
）

全
日
本
社
会
人
選
手
権
　
複
二
位

本
山
　
秀
昭

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

全
日
本
社
会
人
選
手
権
　
単
三
位

今
井
　
紀
夫

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

松
田
　
治
子

（
　
　

　

〃
　
　
　
）

全
日
本
総
合
選
手
権
　
混
合

一
位

全
日
本
社
会
人
選
手
権
混
合

一
位

谷
内
　
主員
昭

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

全
日
本
社
会
人
選
手
権
　
単
二
位

谷
内
　
政
宏

（パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

協
会
）

全
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権

（４０
才

６０
ｋｇ
）

一
位

ト
ナ
ミ
運
輸
鶴
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

全
日
本
実
業
団
選
手
権
　
　
一
位

国
民
体
育
大
会
　
　
　
　
　
一
位

日
本
リ
ー
グ
９６
　
　
　
　
　
一
一位

三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
佛
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

管理費

2.810万円

48.8ワる

人件費
事務費
負担金
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全
日
本
実
業
団
選
手
権

国
民
体
育
大
会

日
本
リ
ー
グ
９６

一
位
一
位
二
位

戸
出
伊
勢
領
チ
ー
ム
（ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
）
全
国
健
康
福
祉
祭
大
会
　
　
一
位

★
感
　
謝
　
状

藤
森
　
和
憲

（野
球
協
会
）

審
判
員

・
理
事
と
し
て
協
会
運
営
に

尽
力
す
る
。

幡
　
友
二
郎

（相
撲
連
盟
）

市
違
理
事
と
し
て
実
業
団
チ
ー
ム
の

発
展
に
尽
力
す
る
。

中
沢
　
邦
男

（相
撲
違
盟
）

市
連
役
員
と
し
て
、
相
撲
の
普
及

・

振
興
に
尽
力
す
る
。

関
森
　
圭我
徳

（柔
道
連
盟
）

市
連
理
事
と
し
て
中
学

・
高
校
の
指

導
に
励
み
、
県
体
連
続
優
勝
に
貢
献

す
る
。

伊
束
　
洋
三

（ク
レ
ー
射
撃
協
会
）

県
体
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も

に
理
事
と
し
て
協
会
の
発
展
に
尽
力

す
る
。

松
田
　
恵
子

（卓
球
協
会
）

競
技
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
理

事
と
し
て
協
会
の
発
展
に
尽
力
す
る
。

大
浦
　
幸
信

（ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

）

事
業
の
運
営
に
努
力
さ
れ
、
協
会
の

発
展
に
尽
力
す
る
。

池
田
　
　
稔

（ア
マ
チ

ュ
ア
ボ
ク
シ
ン

グ
違
盟
）

役
員
と
し
て
市
連
の
発
展
に
尽
力
す

フ

つ

。

佐
々
木
　
実

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

役
員
と
し
て
競
技
力
向
上
に
努
め
、

協
会
発
展
に
尽
力
す
る
。

浅
十
　
一二
良

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

役
員
と
し
て
協
会
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
、
発
展
に
尽
力
す
る
。

炭
谷
　
久
夫

（サ
ッ
カ
ー
協
会
）

役
員
と
し
て
協
会
の
発
展
に
尽
力
す

フ

つ

。

吉
久
卓
球
サ
ー
ク
ル

（卓
球
協
会
）

全
国
的
な
大
会
に
連
続
出
場
す
る
と

と
も
に
児
童
の
指
導

・
育
成
に
尽
力

す
る
。

高
岡
市
実
行
委
員
会
の
設
立

二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
団
体

去
る
８
月
１
日
０
午
後
３
時
３０
分
よ

り

「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
同
」

に
お
い
て
第
５５
回
国
民
体
育
大
会
高
同

市
準
備
委
員
会
第
３
回
総
会
が
開
催
さ

れ
、
ゴ
ル
フ
競
技

（少
年
男
子
）
の
追

加
な
ど
１４
の
報
告
事
項
や
、
平
成
８
年

度
の
事
業
報
告

・
収
支
決
算
、
平
成
９

年
度
の
事
業
計
画

・
収
支
予
算
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
去
る

７
月
８
日
、
団
日
本
体
育
協
会
理
事
会

に
お
い
て
、
第
５５
回
国
民
体
育
大
会
の

富
山
県
開
催
が
正
式
決
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
こ
の
た
び
準
備
委
員
会
を

発
展
的
に
改
組
し
、
「
二
〇
〇
〇
年
と
や

ま
国
体
高
岡
市
実
行
委
員
会
」
の
設
立

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
そ
の
会
則
や
役

員
、
各
委
員
会
の
構
成
が
決
ま
り
、　
い

よ
い
よ
高
岡
市
と
し
て
の
本
格
的
な
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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第
５０
回
記
念
高
岡
市
民
総
含
体
育
大
会
を
終
え
て

今
年
の
市
民
体
育
大
会
は
第
５０
回
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
４
月
に
実

行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
歴
史
あ
る
こ

の
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
多
く
の

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
て
み
た
。

限
ら
れ
た
予
算
内
で
如
何
に
実
を
あ

げ
る
か
と
い
う
基
本
に
立
ち
、
国
体
準

備
室
と
も
連
携
を
密
に
し
、
７
月
８
日

の

「国
体
開
催
正
式
決
定
」
を
受
け
、

市
民
全
体
で
盛
り
上
げ
る
市
体
に
し
た

い
と
願

っ
た
。

総
合
開
会
式
で
は
、
市
民
の
多
く
が

参
加
し
や
す
い
７
月
１２
日
０
の
午
後
４

時
と
し
た
。
さ
ら
に
、
市
の
マ
ー
ク
と

か
た
か
ご
の
花
を
あ
し
ら

っ
た
記
念
バ

ッ
ジ
を
１
万
１
千
個
製
作
し
、
参
加
選

手
だ
け
で
な
く
、
開
会
式
の
観
客
に
も

配

っ
た
。

ま
た
、
市
民
体
育
大
会
と
二
〇
〇
〇

年
と
や
ま
国
体
に
向
け
、
と
も
に
飛
躍

し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
大
会

の
冠
に

「
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
開
催
正
式

決
定
記
念
」
と
付
け
、
総
合
開
会
式
に

は
ふ
だ
ん
市
体
に
出
場
し
な
い
企
業
チ

ー
ム
を
招
い
て
、
開
会
式
の
中
で
市
内

の
７
企
業
１
大
学
の
選
手
を
紹
介
し
激

励
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
芳
野
中
学
校
の

吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
南
星
中
学
校
の
バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
の
演
技
、
そ
し
て

高
岡
市
民
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

方
々
１
７
０
名
に
よ
る

「万
菜
音
頭

・

ス
パ
シ
ー
ヴ
ァ
高
岡
」
の
披
露
で
盛
大

専
務
理
事
　
川
　

測

！
義

　

弘

な
拍
手
を
も
ら

っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
ジ

ュ
ニ
ア
層
強
化
対
策

の

一

環
と
し
て
中
学
生
全
種
目
の
優
勝
カ

ッ

プ
を
す

べ
て
新
調
し
、
盛
り
上
げ
を
図

っ
た
。

観
客
や
選
手
数
は
当
初
の
予
定
を
は

る
か
に
越
え
、
約
１
、
１
０
０
名
で
体

育
館
内
が
華
や
か
さ
と
熱
気
で
包
ま
れ

た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
競
技
内
容
に
お

い
て
も
、
市

民
が
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
レ

ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
性

の
強

い
、
テ
ィ
ボ

ー
ル
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

の
三
種
目
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
を
新
規
に

加
え
た
ほ
か
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
バ
ド

ミ
ン
ト

ン
に
は
百
歳

ペ
ア
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
に
は
親
子
ペ
ア
を
組
ん
で
、
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

大
会
運
営
に
つ
い
て
は
７
月
１２
～
靖

日
が
基
準
日
で
あ

っ
た
が
、
両
日
と
も

雨
に
見
ま
わ
れ
、
屋
外
競
技
が
延
期
と

な
り
、
県
体
選
手
申
込
み
が
間
に
合
わ

ず
た
だ
し
が
き
で
対
応
し
た
。

）

以
上
、
大
会
内
容
を
お
お
ま
か
に
振

り
返

っ
て
み
た
。

こ
こ
で
、
市
民
体
育
大
会
も
半
世
紀

を
経
た
今
日
、
歴
史
あ
る
大
会
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
と
の
か
ね
あ
い
を
ど
う

進
め
て
い
く
べ
き
か
考
え
て
み
た
い
。

も
と
も
と
県
体
に
し
て
も
市
体
に
し

て
も
、
そ
の
趣
旨
、
日
的
か
ら

「民
」

の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
だ
れ
で
も
参
加
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
そ
の
振
興
を
図

っ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

近
年
、

一
部
か
ら
三
部
の
競
技
に
分
け

ら
れ
、　
一
部
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス
ポ
ー
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ツ

（国
体
予
選
等
を
兼
ね
た
も
の
）
二

部
は
中
学
、　
一
般
を
中
心
と
し
た
郡
市

対
抗
と
し
て
の
競
技
、
そ
し
て
い
わ
ゆ

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
小
学
生
か

ら
婦
人
層
ま
で
参
加
で
き
る
二
部
と
、

ま
さ
に
市
民
挙
げ
て
の
大
会
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
市
体
も
新
種
目
が
次
々

と
生
ま
れ
て
く
る
の
と
あ
い
ま

っ
て
、

先
の
結
合
開
会
式
で
も
加
盟
団
体
３７
に

贅
助
団
体
及
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を

加
え
４４
競
技
団
体
が
入
場
行
進
し
、
盛

大
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
運
営
面
で
は

大
変
多
様
化
し
て
い
る
の
で
課
題
も
残

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

）

体
育
協
会
と
し
て
は
、
国
体
も
ひ
か

え
て
い
る
今
日
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
生
か
し

連
絡

・
調
整
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
各
競
技
団
体
の
方
々
に
も
ご

理
解
を
頂
き
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
体
育

大
会
が
よ
り
以
上
に
盛
り
■
が
る
よ
う

願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
面
で
も
市

民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
と
連
携
を
密

に
し
、
市
民

一
人
、　
一
ス
ポ
ー
ツ
的
な

考
え
の
基
に
振
興
を
図
り
、
こ
の
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
願

っ

て
い
る
。

器

Ｂ

フ

網

分

一〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
」

を
め
ざ
し
て

高
岡
市
立

南
星
中
学
校
三
年

馬

淵

元

成

彼
は
、
競
技
経
験
が
３
年
と
浅
い
も

の
の
、
平
成
８
年
度
全
国
中
学
校
水
泳

競
技
大
会
男
子
高
飛
込
で
１１
位
に
な

っ

た
。
現
在
も
県
高
同
総
合
プ
ー
ル
で
清

水
回
重
コ
ー
チ
の
も
と
、
日
々
技
を
磨

い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
本
年
も
全
国

中
学
校
大
会
と
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

冬
場
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使

っ
た
ト

レ
ー
エ
ン
グ
や
基
礎
体
カ
ト
レ
ー
エ
ン

グ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
今

年
に
な

っ
て
難
度
の
高
い
技
を
身
に
つ

け
た
。
ま
た
、
試
合
経
験
が
豊
富
に
な

っ

た
こ
と
も
あ
り
、
落
ち
着
い
て
演
技
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
に
比
べ
得

点
が
か
な
り
上
が
っ
て
、
全
国
大
会
で

の
上
位
入
賞
が
期
待
で
き
る
。

彼
は
、
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
の

ホ
ー
プ
で
も
あ
り
、
今
後
も
自
分
の
技

を
磨
き
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
で
き
る
選

手
に
な
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
を
み

せ
て
い
る
。

2000年とやま国体開催正式決定記念

第50回記念高岡市民総合体育大会

日 時   平 成ヨ年フ月12日出 午 後4時  総 合開会式

場 所   高 岡市民体育館

弐 次  第   ・ アトラクション

主 催   第 50回記念高同市民総合体育大会実行委員会
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二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
を
３
年
後

に
控
え
、
本
市

に
所
在
す

る
企
業

ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
で
は
日
頃

の
練
習
に
も

一
段
と
熱
が
入

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

チ
ー
ム
カ
を
強
化
す
る
た
め
毎
年
有
力

選
手
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
チ
ー
ム
は

高
岡
市

の
ジ

ュ
エ
ア
選
手
に
も
大
き
な

目
標
と
な
り
、
本
市
の
競
技
力
向
上
に

も

つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
去
る
４
月

２８
日
に
企
業
や
大
学
チ
ー
ム

一
同
が
集

ま
リ
チ
ー
ム
同
志

の
情
報
交
換
な
ど
を

と
お
し
て
監
督

・
選
手
の
皆
さ
ん
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
体
育
協
会
と
し
て

も
、
よ
り
良

い
練
習
環
境

・
生
活
環
境

を
整
え
る
た
め
の

一
助
と
す
る
た
め
こ

の
会
を
催
し
ま

し
た
。
会

に
は
企
業

チ
ー
ム
等
か
ら
１
４
０
名
、
高
岡
市
長

を
は
じ
め
市
教
委
、

体
協
か
ら
も
多
数

の
参
加
が
あ
り
盛

況

の
中
に
終
り
ま

し
た
。

V

高
岡
市
ク
レ
ー
射
撃
協
会

昭
和
２０
年
代
後
半
に
な
り
、
世
情

漸
く
落
ち
つ
い
て
、
ク
レ
ー
射
撃
の

母
体
で
あ
る
猟
友
会
々
友
の
増
大
に

伴
い
、
射
撃
競
技
が
実
施
さ
れ
た
の

は
昭
和
３‐
年
頃
、
高
同
で
の
最
初
は

伏
木
雨
晴
海
岸
、
２
度
日
は
庄
川
左

岸
下
伏
間
江
地
区
次
い
て
小
矢
部
川

右
岸
回
条
橋
下
流
で
１
名
５
発
の
射

撃
、
今
に
し
て
思
え
ば
誠
に
大
ら
か

で
の
ん
び
り
し
た
競
技
の
実
態
で
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
積
み
重
ね
が
今

日
の
協
会
の
基
礎
で
あ
り
、
先
輩
各
位

の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
３３
年
第
１３
回

富
山
国
体
を
機
に
、
大
沢
野
に
富
山
県

ク
レ
ー
射
撃
場
が
設
置
さ
れ
、
練
習
の

機
会
も
増
大
し
昭
和
３５
年
４
月
高
岡
市

ク
レ
ー
射
撃
協
会
の
発
足
、
以
後
国
体

を
頂
点
と
す
る
競
技

の

一
瑞
と
し
て
充
実

さ
れ
て
、
国
外
に
も

度
々
高
岡
選
出
の
選

手
が
参
加
を
し
て
い

る
。
昭
和
５２
年
に
は

高
岡
市
至
近
地
に
射

撃
場
を
と
、
市
長
市

議
会
に
対
し
公
認
射

撃
場
の
設
置
請
願
を

重
ね
る
迄
に
盛
ん
に

努
力
を
致
す
も
実
る

ま
で
に
な
ら
な
か
っ

た
。　
一
般
ス
ポ
ー
ツ

と
異
な
り
器
具
の
制

約
又
練
習
場
の
特
定

が
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
、　
一
昨
年
連
続
し

て
国
俸
に
於
て
ク
レ
ー
射
撃
ト
ラ
ッ

プ
部
門
の
優
勝
を
富
山
県
勢
が
獲
得
。

こ
の
勢
い
を
大
い
に
二
〇
〇
〇
年
国

体
に
向
け
て
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
に
力

を
注
ぎ
、
少
な
く
と
も
月
１
回
の
会

員
親
睦
と
技
術
向
上
を
目
ざ
し
、
射

撃
大
会
を
実
施
し
続
け
て
い
る
。

優勝の高同チーム

トラップ射撃、集中の一瞬
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《スポーツドクター・アドバイス》

疲 労 骨 折 に つ い て

）

人
の
骨
格
は
、
普
通
の
日
常
生
活
を
送
る
上

に
お
い
て
は
、
十
分
強
回
に
か
つ
機
能
的
に
で

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
距
離
走
や
ジ
ャ
ン

プ
な
ど
を
繰
り
返
す
競
技
に
お
い
て
は
、
骨
の

同
じ
部
分
に
繰
り
返
し
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
る
た

め
、
骨

へ
の
疲
労
が
蓄
積
し
、
し
ま
い
に
は
ひ

び
が
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
疲

労
骨
折
と
い
い
ま
す
。
硬
い
金
属
の
棒
で
あ

っ

て
も
、
曲
げ
の
ス
ト
レ
ス
を
繰
り
返
し
つ
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
や
が
て
は
金
属
疲
労
を
お
こ

し
て
、
ポ
キ

ッ
と
折
れ
て
し
ま
う
の
と
同
じ
こ

と
で
す
。

）

脚
や
扁
平
足
な
ど
が
関
係
し
て
き
ま
す
。

発
生
部
位
は
下
肢
に
多
い
の
で
す
が
、
競
技
種

日
に
よ
っ
て
は
■
肢
の
骨
や
背
骨
に
も
発
生
し
ま

す
。
早
い
時
期
に
休
養
を
と
れ
ば
２
～
３
過
で
完

全
に
な
お
り
ま
す
が
、
無
理
を
続
け
て
い
る
と

６
ヵ
月
以
上
も
痛
み
が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
以
外
に
特
殊
校
査
に

よ
り
早
期
診
断
が
可
能
で
す
の
で
、
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
早
め
に
専
門
医
を
受
診
す
べ
き
で
し
ょ

、４′／。疲
労
骨
折
を
お
こ
し
や
す
い
部
位
と
競
技
に
つ

い
て
図
に
示
し
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

高
岡
市
体
育
協
会

創
立
５０
周
年
記
念
事
業

決

ま

る

去
る
６
月
１９
日
の
理
事
会
に
お
い
て

当
協
会
の
５０
周
年
の
事
業
の
大
綱
が
次

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

一
、　
一記
念
式
典
と
祝
加貝
会

５
月
２３
日
働

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
エ
高
同

二
、
記
念
誌
の
発
行

現
在
編
集
中
、
明
年
の
３
月
末
日

ま
で
印
刷
完
了
。

三
、
記
念
講
演

四
、
実
行
委
員
会
の
設
立

記
念
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
結

務

・
式
典

・
記
念
誌
の
二
部
門
を

構
成
し
準
備
に
あ
た
る
。

語
演
会
の
ご
案
内

高岡市民病院整形外科 山  田 均
‐'‐ Ⅲ―に‐●‐`― Ⅲ―‐‐‐‐‐―Ⅲ‐■1‐Ⅲ‐‐‐‐‐‐‐す―々‐‐→ ●4'‐ 却‐ ,々‐ ―●‐Ⅲ…‐‐,‐ 布‐で‐“‐1ド‐■i‐1卜‐●‐‐‐‐‐す‐,‐ Ⅲ…Ⅲ―‐‐‐‐‐‐ヤ→,す Ⅲ‐Ⅲ―,す 0-封

第ア頸椎 。第 1胸椎棘突起疲労昏折(ゴルフ)

第 1助目疲労骨折(剣道、ウェイトトレーニ:

助骨疲労目折(Jルフ、野球)

尺目疲労骨折(ソフトボール、バレーボール、剣道)

坐骨、恥骨疲労骨折(長距離走、卓球)

大腿骨疲労昏折(長距離走)

膝蓋骨疲労骨折(サッカー、走幅跳)

跳躍型俳骨疲労骨折(ウサギ跳)
疾走型腫骨疲労骨折(長距離走)

跳躍型腫骨疲労骨折(走高跳、八一ドル)

疾走型梯:骨疲労骨折(長距離走)
睡骨内果疲労骨折(ラグビー)

中足骨疲労骨折(短距離走、長距離走)

図 お もな疲労骨折の発生部位と原因となりやすい競技種目

ラ
ン
ニ
ン
が／
、

ジ
ャ
ン
プ

の
繰
り

返
し
が
原
因
で
下

腿
や
足
の
骨
に
発

生
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
そ

の
他
の
原
因
と
し

て
、
運
動
環
境

の

変
化
、
す
な
わ
ち

道
路
、
グ
ラ
ン
ド
、

芝
生
、
タ
ー
タ
ン
、

人
工
芝
、
体
育
館

の
床

の
性
状
な
ど

も
関
係
し
ま
す
。

個
々
の
体
の
特
性

で
は
、
Ｘ
脚
や
Ｏ

●
演
　
題

●
同
　
時

●
場
　
所

●
講
　
師

●
主
　
催

●
申
込
先

「
ス
ポ

ー

ツ
シ

ュ
ー
ズ

の
に
学

」

９
月
１２
Ｈ
Ｏ
午
後
７
時
よ
り

ホ
テ
を

こ
―
オ
ー
タ
二
一円
同
４
階

城
高
病
院
院
長
　
石
塚
忠
狂
先
生

呉
西
地
区
臨
床
整
形
外
科
医
会

体
協
事
務
局

２６

‐

５

２
２

５
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〈
行
事
予
定
〉
４
・
５
月
を
除
く

６

・
１
ロ
　
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
栄
養
処
方

相
談
教
室

４
佃
　
市
体
プ

ロ
編
成
会

ｍ
側
　
テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

・９
内
　
理
事
会

・
５０
周
年
記
念
実
行

委
員
会

６
側
　
市
体
陸
上
競
技

・２
０
　
第
５０
回
記
念
市
民
総
合
体
育

大
会
開
会
式

越
的
～
略
０
　
市
体
競
技
会

２４
個
　
市
体
反
省
会

２９
側
　
広
報
部
会

１
０
　
第
５５
回
国
民
体
育
大
会
高
岡

市
準
備
委
員
会

二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
高

岡
市
実
行
委
員
会

８
０
　
第
５０
回
記
念
県
民
体
育
大
会

開
会
式
（新
川
文
化
ホ
ー
ル
）

９
働
～
１１
働
　
県
体
競
技
会

・４
０
～
２０
佃
　
優
秀
チ
ー
ム

・
指
導

者
招

へ
い
事
業

（水
泳
競
技
飛
び
込
み
）

４
閃
　
市
加
盟
団
体
ス
ポ
ー
ツ
議
員

懇
談
会

９
側
　
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
委
員
会

‐２
０
　
強
化
育
成
部
会

‐２
０
　
５０
周
年
記
念
誌
編
集
会
議

・３
０
　
市
体
ラ
グ
ビ
ー
競
技

・３
０
～
・６
∞
　
第
５２
回
国
民
外
育
大

会
夏
季
大
会
（大
阪
）

高
岡
市
剣
道
大
会

第
４３
回
前
田
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会

（
一
般
の
部
）

９
ｏ
２３
例
　
第
４３
回
前
田
杯
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

ｍ
・
１
的
　
市
体
５０
周
年
記
念
式
典
実
行

委
員
会

ｍ

●
８
佃
　
広
報
部
会

・０

。
‐４
的
　
指
導
普
及
部
会

１０
。
２５
働
～
２９
的
　
第
５５
回
国
民
体
育
大

会
秋
季
大
会
（大
阪
）

１１
・
２
０
　
市
中
学
校
運
動
部
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

9 9  9 9 9 9 9  9   8 8  8    8 7 7 7  7 7  6 6 6

21 15

(月)(月)

1 1  1 1

番筒

１１

・
９
働

１１
月
中
旬

市
駅
伝
競
走
大
会

万
葉

マ
ラ
ソ
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

富
山
県
駅
伝
競
走
大
会

市
体
協
競
技
力
向
上
推
進
委

員
会
理
事
会

８
働
　
役
員
研
修
会

新
春
武
道
稽
古
始
め

（弓
道
）

・２

・
７
０

ｕ

・
７
０

ｏ

平
成
的
年

１

・
３
均

１

・
４
働
　
新
春
武
道
稽
古
始
め

（柔
道
他
）

１
．
２２
内
　
市
体
協
５０
周
年
式
典
実
行
委

員
会

１

．
２４
０
　
市
体
ス
キ
ー
競
技

１
月
下
句
　
県
体
ス
キ
ー
競
技

２

・
‐７
的
　
総
務
部
会

２

・
２４
的
　
常
任
理
事
会

３

・
５
０
　
理
事
会

※
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

）

平
成
９
年
度
優
秀
チ
ー
ム
・指
導
者

０
新
事
務
局
員
紹
介

招
へ
い
事
業
（水
泳
飛
込
一朋技
）

８
月
１４
日
～
２０
日
の
日
程
で
ソ
ウ

ル

・
バ
ル
セ
ロ
ナ

・
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

で
コ
ー
チ
、
監
督
を
努
め
た
森
井
博
之

氏
と
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
６
位
入
賞
者

の
元
渕
幸
氏
を
は
じ
め
、
天
理
ダ
イ
ビ

ン
グ
ク
ラ
ブ
、
天
理
大
学
水
泳
部
の
選

手
を
招
き
、
高
岡
結
合
プ
ー
ル
で
高
岡

ダ
イ
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し
た
富

山
県
の
ジ
ュ
エ
ア
選
手
と
合
同
合
宿
を

行
い
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

第
２
回
栄
養
処
方
相
談
事
業

平
成
９
年
６
月
１
日
働
高
岡
市
ふ
れ

あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
競
泳
選
手
の

食
事
担
当
者
を
対
象
に
行
な
わ
れ
た
。

前
回
同
様
、
詞
理
実
習
を
含
ん
だ
講

義
が
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
選
手
の

年
齢
な
ど
に
よ
リ
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
、

グ
ル
ー
プ
学
習
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

中
で
参
加
者
か

ら
は
、
日
頃
の

食
生
活
で
の
疑

間
や
問
題
点
が

熱
心
に
討
議
さ

れ
た
。

ゼ

川
測
　
義
弘

専
務
理
事

奈
レ
の
こ
ブ
輩
一！！ 一一！一ぱ

　

横
山
事
務
欄
長

米
国
　
弘
之

事
務
局
次
長

編

◆
集

◆
後

◆
記

高
岡
市
体
は
昭
和
２３
年
に
ス
タ
ー
ト
以

来
、
本
年
は
５０
回
の
記
念
大
会
で
あ
り
ま

し
た
。
総
合
開
会
式
に
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
市
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者

一
同
が
市
民
体

育
館
に
参
集
し
、
入
場
行
進
に
は
じ
ま
り

は
な
ば
な
し
く
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
５０
日
記
念
の
市
体
を
特
集
し
ま
し
た
。

こ
の
５０
回
市
体
を
契
機
に
、
次
の
１
０

０
回
大
会
を
め
ざ
し
、　
一
層
充
実
を
図
り

総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
市
民
の

期
待
に
応
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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